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応援隊取材記事 ・淡路の地名 
         ふるさとを探るPart２     

⑨ 柳沢戊（やなぎさわぼ） 

 柳沢には柳沢城跡が今でも残っています。 

「柳沢」という地名は全国に７カ所あり、関東地方に

４カ所、奥羽地方に２カ所と旧一宮町の柳沢だそうで

す。 

 また「沢」とつく所は山あいに開けた土地であり、谷

を意味します。淡路には「長沢」もありますね。 

 柳沢は東日本、北日本型の地名なのでルーツは東

日本方面からでしょう。それとも柳沢を開発した人の

苗字や出身地だったのでしょうか？ 

  柳沢には甲・乙・丙・丁・戊までの大字があります。

甲・乙・丙の３つは有名ですよね。その他にも淡路に

は甲・乙・丙・丁・戊・己・庚（こ う・お つ・へ い・て い・ぼ・き・こ

う）までの大字が使われている地域もあります。  

（武田信一・著「淡路島の地名研究」参考）  

              応援隊：箙 千恵子・辻 恵子      

 室津の西の端にあり、断崖絶壁で、下には海、上に

は切り立った山があり、それはまるで壁の様に立ちは

だかっています。そのことから「壁伝（壁戸）」と呼ばれる

ようになったのではないかと言われています。 

昔は台風や冬の西風が吹くと通行が大変でした。そ

の反面、山の上からは魚の群れを見るのに最高の場

所だったようで

す。 

今 で も 夕 日

がとても美しく、

見ていると時の

過ぎるのを忘れ

てしまいそうで

す。 

応援隊： 

 廣岡 ひろ子 壁伝からの夕日は最高 

④ 室津 壁伝（壁戸）（かべっと） 

⑩ 鮎原 葛尾（つづらお） 
 「尾」という字は山

の峰や、他の山のす

その方へのびた尾

根をさすもので、葛

尾は竜宝寺山のふもとにある為、この漢字が使

われているようです。 

そして川に沿って道路がくねくねと曲がってい

ます。「つづら」とはくねくねと折れ

曲がった状態を現わす語で、その

地形から、葛尾と呼ばれる様に

なったと言われています。 

（「角川本地名大辞典 兵庫県」

参考）      

       応援隊：稲嶺 恵美 

 轟木という名前の由来は、詳しく

わかっていませんが、「北淡びわ

発祥の地」として有名です。１８０年

位前に移植されて以来、土地、気

候がびわ栽培に適し、甘くて美味

しい轟木びわとして高く評価されて

います。  応援隊：廣岡 ひろ子 

② 野島 轟木（とどろき）  淡路島の北端で、岩屋地区と東浦地

区の間に突き出た岬。 

 その昔は鳥がたくさん群れて、緑豊か

な岬でした。その事から鵜崎と呼ばれる

ようになったのでしょう。 

 高度成長期に土取り用地になった後、

今は閑静な住宅地となっています。 

「淡路島 かよふ千鳥の 鳴く声に いく
夜寝覚めぬ 須磨の関守」 
とかつて、源兼昌に詠まれた須磨を淡路島から望む

海岸線は美しく輝いています。   応援隊：竹代 結 

① 岩屋 鵜崎（うざき） 

 洲本市の由良地域に生石（おい

し）という地名があります。『洲本市

史』（Ｓ４９発行）によると、日本書紀の中で、

神宝の一つである「出石（いずし）の小刀」を

祠（ほこら）（出石＝生石社）を立てて祀った

のが、その起源の一つとされています。 

 面白いことにこの周辺の地名は、紀淡海

峡を挟んで対岸の和歌山県側にも、生石高

原や由良町という地名があります…。長い

歴史の中でどのよ

うな関係があって、

狭い紀淡海峡のす

ぐ両側で、同じ地名を持つように

なったのでしょうか？ちょっと興味

をそそります…。    

         応援隊：栄 宏之  

⑮ 生石（おいし） 

出石神社 
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⑳ 神代 

 鎌倉時代、国ごとに守護、そし

て荘園ごとに地頭を配置してい

ました。地頭とは、夜盗や強盗

などを取締まったり、租税の取

立てや土地の管理を行う等、地

方の治安維持や行政を行う役

人のことを言います。その役人

達の住んでいた場所を地頭方と

言います。地頭は全国に配置さ

れていた為、地頭方と言う地名

は全国各地に残っているそうで

す。    応援隊：坂本 厚子 
 ※地元の方は「じとほ」と呼んでいるそ

うです。  

応援隊取材記事 ・淡路の地名 
         ふるさとを探るPart２     

⑲ 市 小井（おい） 

 三原川沿いの

旧三原町市小井

地区は、昔３００

軒の家と３００ほ

どの井戸があったので「大井」という地名だったそうで

す。しかし度重なる火事や災難で家が３０軒ほどに減っ

てしまったため「小井」になったそうです。そしてこの小

井には食べ物に関係する２つの言い伝えがあります。 

 その①「きゅうりを植えてはいけない。」 

    昔小井では火事が続いていた。そこで火伏せの

神様秋葉神社(きゅうりの葉が紋)に「小井できゅう

りを作らないから火事をおこさんといてください」と

お願いし誓いました。 

   今でもきゅうりは植えられていないそうです。  

 その②「カニを食べてはいけない。」 

    昔たくさん湧いたカニを食べて食中毒がおき、大

勢の人が亡くなったため、カニを食べると縁起が

悪いと言い伝えられています。皆さん今はこっそり

と食べているのでしょうか…。                  

応援隊：川原 雅代 

①うざき   （淡路市） 

②とどろき  （淡路市） 

③としま   （淡路市） 

④かべっと  （淡路市） 

⑤ごっさ   （淡路市） 

⑥とうりんぼう（淡路市） 

⑦からきや  （淡路市） 

⑧おえど   （淡路市） 

⑨やなぎさわぼ（淡路市） 

⑩つづらお  （洲本市） 

⑪まんざい  （洲本市） 

⑫なかむら  （洲本市） 

⑬たけのくち （洲本市） 

⑭おろだに  （洲本市） 

⑮おいし   （洲本市） 

⑯こりかわ（南あわじ市） 

⑰ようぎ （南あわじ市） 

⑱しゃけ （南あわじ市） 

⑲おい  （南あわじ市） 

⑳じとほう（南あわじ市） 

○21 せいご （南あわじ市） 

○22 かるも （南あわじ市） 

○23 いび  （南あわじ市） 

 答 ● Ｐ.１の答えです。皆さんは何問解けましたか？？ 

    来川の地名は、垢離川（こりかわ）に由来

します。垢離川とは、神や仏に祈願する

際、自身が犯した罪を冷水で洗い落とす禊

（みそぎ）を行う川を言い、祓川（はらいがわ）と

同義です。つまり来川は、厳しい修行を行

う修験道（しゅげんどう）者の往来を思わせる

地名です。       応援隊：坂本 厚子 

⑯ 灘 来川（こりかわ） 

 「地名は小地名の生

子谷を採ったのである。

生子谷は瀬河谷（せごうだに）の意で

ある。大日川の上流で、早瀬すな

わち急流の多い谷である。 （「続三

原郡史」引用）」 

 地元の方にお伺いしたところ「大

日川は旧南淡町の水がめでもあ

り、水は生命の源であることから生

子と呼ばれるようになったのではな

いか」ともおっしゃっていました。 

応援隊：竹谷 香代 

○21  賀集 生子（せいご） 

 旧三原町神代社家地区は、もともと神社の奉仕者

（社家）の居住地であったため社家という地名になっ

たそうです。淡路最古の八幡社である上田八幡神

社の参道付近が社家地区です。上田八幡神社にお

参りする時地元の人たちは、「しゃけのおんみゃはんいてこおよ（社家のお宮さん

へ行ってくるね）」と言います。                 応援隊：川原 雅代  

⑱ 神代 社家（しゃけ） 

○22  福良 刈藻（かるも） 
 刈藻は昔、海産物を納め航海技術をもって朝廷に仕え

た海部（あまべ）という人たちのうち、魚や海藻を採ってい

た海人（あま）の住んでいた所です。「藻を刈る」というの

が地名の由来になったのでしょう。（前田勝一・著「福良

のむかしむかし」参考）       応援隊：竹谷 香代  

地頭方（じとほう） 
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●野菜ソムリエ金山京子さんの「淡路の旬を食べよう」 

今月のお野菜は〝椎茸（しいたけ）〟  

皆さん「椎茸」はお好きですか？ 

椎茸は人参やピーマンと同じく、好き嫌いが分かれるお

野菜のひとつです。 

 椎茸には原木栽培（げんぼくさいばい）と菌床栽培（きんしょう

さいばい）があり、２００６年１０月１日から商品に栽培方法

を記載する表示義務がもうけられています。 

ではこの栽培方法の違いをご説明します。 

まず原木栽培は、自然界の中できのこが生えているの

と、同じようなやり方で栽培する方法です。椎茸菌を原木

に植えるのですが、椎茸が発生するまでなんと１年半か

ら２年もの長い年月がかかります。 

一方菌床栽培は、くずや棉、とうもろこしがら等に、ふ

すま、米ぬか、栄養剤などを加えた培地に、椎茸菌を植

えて栽培します。日数は短く、３ヶ月から５ヶ月で椎茸が

発生します。 

また国産の干し椎茸はほぼ原木栽培です。干し椎茸

は戻す前に日光に当てておくと、ビタミンＤが約千倍にも

増えます。どうぞ使用される時は、ほんのひと手間をお忘

れなく！ 

椎茸を購入する場合は切り口や、傘の裏側が茶色い

ものは避けましょう。 

網で焼く場合には、傘の裏側を上に向けてお塩を少々

ふります。お塩が少し溶けてきたら火を止めて出来上が

りです。決してひっくり返さないで下さい。椎茸の旨み成

分がすべて落ちてしまいます。生のように見えますが十

分美味しくいただけますので是非お試しください。 

椎茸はコレステロールを抑えてくれる優れもので、しか

も嬉しい事にノンカロリーです。お肉の付け合せには是非

添えてくださいね。 

淡路島でも地元産の原木栽培椎茸は、スーパーで気

軽に購入できます。 

 この季節、淡路の香りがする椎茸を食べましょう！ 

 ところで天然物の舞茸は、見つけたら思わず舞い踊る

ほど嬉しい！という事から、舞茸と呼ぶようになったそう

です。私も舞ってみたい！！   

皆さんの家庭で使用している電化製品の中で、照明器具が全体の約１６．１％を占めているのをご存知でしょう

か？そこで今回は、「照明器具のひと工夫」と題して暮らしに役立つ省エネ情報をお知らせします。 

照明器具の中でも省エネで注目すべきは、玄関や廊下などの照明器具です。昔は球が触れないくらいに熱くな

る白熱灯が使用されていましたが、ここしばらくで、省エネ効果のある電球型蛍光灯が主流になって来ました。とこ

ろが蛍光灯は、長時間の点灯は得意なのですが、短時間のON/OFFには向いていませんでした。 

つい最近になって、より寿命・省エネ性に優れたLED電球が登場しています。 

それぞれの特徴を比較してみると… 
※白熱灯を１．０とした場合 

 というように時間あたりのコストはほぼ同じですが、白熱灯＜電球型蛍光灯＜LED電球の順に省エネ効果があ

り、その分月々の電気代もお安くなることになります。 

 購入時は少し高いように思いますが、トータルで考えればお得になるミニ情報でした。 

一級建築士 栄 宏之 

  白熱灯（シリカ電球） 電球型蛍光灯 LED電球 

寿  命 
1,000時間 

（1.0） 

6,000時間 

（6倍） 

40,000時間 

（40倍） 

消費電力 
60W 

（1.0） 

12W 

（1／5） 

6.9W 

（1／8） 

実勢価格 
￥150前後 

（1.0） 

￥1,000前後 

（6倍） 

￥4,000前後 

（26倍） 

～照明器具～ 
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